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九州シンクロトロン光研究センター報道関係者見学会のご案内  
 
当研究センターは、放射光の利用により地域産業の振興、イノベーションによる新産

業創出、人材育成に資することを目指し，２００６年２月にオープンしました。以来、

産学官のユーザー利用は順調に進み２００９年度利用実績は２００６年度比で約４倍に

なりました。また、利用ツールである最先端機能を有する６本目の県有ビームラインが

今年度中に完成する予定です。研究センターでは、これからも運営目標を実現し将来へ

の飛躍を可能とするシステム作りを進めます。以下に現在の取組みを紹介します。  
 
（１）２００９年度のユーザー利用実績は２００８年度比で約 1.4 倍に増加しました。  

２００９年度の利用実績は２５１０時間（１３０件）で、内訳は企業が５０％、

大学が２６％、公設試が２４％でした。特に、企業の利用実績は２００８年度比で

約２倍に増加しています（過去最高）。利用支援分野は、電子デバイス、素材，エ

ネルギー・環境、電池・触媒、農林水産、微細加工、ディスプレイ、ストレージ等

でした。２０１０年度は２００９年度比でさらに 1.4 倍程度の増加を目指します。  
 
（２）２００９年度に佐賀県の７公設試験研究機関の利用支援を行いました。  
   オープン以来、佐賀県の公設試験研究機関による放射光利用の支援を進めていま

すが、２００９年度は７公設試験研究機関による窯業、工業分野の利用研究、およ

び農林水産業分野での品質評価、産地識別、品種改良等に係わる集中的な利用を支

援しました。特に、農業試験研究センターと果樹試験場は放射光照射による作物の

育種技術の開発を進めており、従来行なわれているイオンビーム照射とは異なる照

射効果が得られることが期待されます。２０１０年度も引き続き集中利用の支援を

実施します。  
 
（３）今年度中に新しい県有ビームライン３本すべてが稼働します。  
   ２００９年度に設置した軟Ｘ線ビームライン BL10 は、今年度から共同利用をス

タートします。さらに今年度は高エネルギーＸ線源である超伝導ウイグラーとビー

ムライン BL07 を整備し、蛋白の構造解析と創薬に貢献することを目指します。  
 

 
Kyushu Synchrotron Light Research Center 

- 1 - 

mailto:riyou@saga-ls.jp


 
Kyushu Synchrotron Light Research Center 

- 2 - 

（４）２００９年度に電子蓄積リングの蓄積電流値が 300mA に増加しました。  
   放射光を作り出す電子蓄積リングの設計上の定格電流値は 300mA ですが、今回 

これを達成しました。これにより、研究センターオープン時（100mA）の 3 倍とな
り、ユーザー利用時の測定時間の短縮と実験効率の向上に大きく貢献しています。  

 
（５）先端的な放射光利用のための基盤技術を開発しています。  
      研究センターが行う先端放射光技術の試験研究＊）の一環として、２００９年度に

①メッキ製品や新素材等の分析が行えるX線マイクロビーム技術、②SiC等のエネル
ギー・環境分野のデバイス材料開発に有効な白色トポグラフィ技術、③高分子やバ

イオ試料の観察に資する回折強調イメージング技術、④光源制御技術の高度化や難

透過性材料の内部観察を可能とするガンマ線発生技術等を開発しました。これらの

技術は、今後，研究センターに於ける高度放射光利用のための基盤技術として展開

されることが期待されます。  
  ＊）文部科学省放射線利用・原子力基盤技術試験研究推進事業交付金（2007～2011）

により実施しています。  
 
 
 今後、放射光を利用した産学官の研究開発を一層効果的に支援するために、最先端の

設備を整備し、タイミング良く産学官連携が組めるようにコーディネートを行います。  
 

以上です。  


